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一、
選盤催期
‥‥‥勘醐牡胸獄“げ飾岡鮮鰤罐議蠅鴻”Ｗ酵帥
∝け孵ど紬剛曙群刊詢岬「地方と

春
菜
は
地
方
に
よ
り
、
雪
消
え
の
工
合
も
あ
り
ま
す
が
、
大
抵
二
月
上
旬
か
ら
四
月
中
旬

頃
に
蒔
き
ま
す
。

二
、　薩明　
，万
‥‥‥脚蛯儲Ⅸｍ、料膳独裁Ⅷ鰤位岬盤ド則咄衛霞駄叶絋鈍韓叶弛ぎ酪欲Ｄ麟剛続

き
の
時
は
水
を
施
し
、
種
子
を
極
度
に
下
し
、
手
で
土
を
細
か
に
砕
い
て
、
浅
く
か
け
ま
す
。

三
、
幹独　
一壻
‥‥‥麟畔雛ｒ数離К竜劫歓麟だ弛加れ鱚御硼矧れ∝″嚇維姫「、三十糎位
に
一株

追
肥
は
十
糎
位
の
び
た
頃
よ
り
、
雨
降
り
前
後
を
見
計
ら
い
、
配
合
肥
料

・
尿
素
等
を
、

う
す
く
四
、
五
回
施
し
ま
す
。
但
し
、
お
菜
の
成
長
に
従
い
、
肥
料
も
だ
ん
だ
ん
濃
く
加

減
致
し
ま
す
。
春
菜
も
右
に
準
じ
ま
す
。

四

、　
歯
黙
　

一穫

‥
‥
‥
十

一
月
中
旬
頃
に
取
入
れ
て
、
当
座
漬
は
小
樽
な
ど
に
、
永
持
ち
の
分
は
大
樽
又
は
大
桶

に
塩
加
減
良
く
、
押
石
を
強
く
漬
込
み
、
水
が
上
迄
上
り
ま
し
た
ら
押
石
を
軽
く
し
ま
す
。

十
二
月
中
旬
よ
り
翌
年
二
、
三
月
頃
ま
で
結
構
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。

春
菜
は
時
折
間
引
き
し
て
漬
け
ま
す
と
、
大
抵
六
月
中
旬
ま
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。

五
い　共ク　
」考
‥‥‥餓級酪罐卿却標飢だ婦出瀬蘇嗽蠅」伊軸諜はマ牡は総螺階わ桃報跡饒脚かに

や
か
す
特
有
性
を
持

っ
て
居
り
ま
す
。
お
菜
の
蕪
は
、
お
菜
取
り
入
れ
の
際
、
切
り
は
な

し
、
ま
と
め
て
土
中
に
か
こ
い
置
き
、
時
折
り
取
り
出
し
て
糠
漬
、
又
は
粕
漬
に
致
し
ま

す
と
風
味
佳
良
。
但
し
、
蕪
は
漬
り
す
ぎ
る
と
、
か
ら
味
を
生
じ
、
不
味
に
な
り
ま
す
か

ら
、
生
漬
り
が
最
も
よ
ろ
し
い
で
す
。

上
ハ
、

稲
性
　

一子

‥
‥
‥
野
沢
菜
種
子
と
申
し
ま
し
て
も
、
上
等
品
か
ら
下
等
、
産
地
違

い
の
物
に
至
る
ま
で
、
種
々

雑
多
の
種
子
が
あ
り
ま
す
が
、
当
健
命
寺
境
内
つ
づ
き
の
畑
地
が
原
産
地
で
あ
り
ま
す
。

此
の
特
有
の
畑
か
ら
独
特
の
採
種
法
に
拠
り
、
精
選
致
し
ま
し
た
の
が
、
名
実
共
に
最
高

種
子
で
あ
り
ま
し
て
、
所
謂

「
て
ら
だ
ね
」
と
称
え
、
野
沢
の
土
地
の
人
々
始
め
、
広
く

諸
方
面
か
ら
賞
讃
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

種
子
選
択
の
参
考
ま
で
に
申
添
え
ま
す
。
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